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１． 研究課題 

本プロジェクト『環境循環エコシステム』では、人間の社会的活動のひとつである研究を

自然環境とのかかわりに配慮したエコシステムという観点からとらえなおすことで、新たな

時代のニーズに適合した研究成果を生み出すことを目的としている。 

具体的には、人類の健康・福祉に直結する医薬品の開発については、従来通りの天然由来

医薬品の探索研究に加え、人々が日常生活の中で病気の予防手段として手軽に使用可能とな

る機能性食品への研究展開に比重を移す。医薬品の合成研究では予防的な効果が期待できる

化合物をターゲットに選び、環境負荷に配慮した化学合成手段や自然界から見出した天然酵

素などによる構造変換を行う。 

また、生み出した化合物が思わぬ毒性を有していることが、これまでの化学の歴史上しば

しば見られたことであるため、化合物の毒性について、AI などを用いて正確な予測を行うた

めのシステムの開発を行う。毒性予測は医薬品や食品成分の機能性や機能メカニズムの予測

にも応用が可能であるため、次世代の研究分野としての展開を試みる。一方、環境変化が研

究トレンドに大きく影響を与えるファクターとなりつつあるため、時代を先読みするための

手段として予測システムの開発も行う。 

 

２． 主な研究成果 
1. 神経分化に作用する活性を指標として香辛料を中心として機能性成分の探索を行い、黒

コショウからアストロサイトの分化を促進する有効な新規成分を見出し、構造決定を行

った（投稿準備中）。 

2. イヌ膀胱がんモデルを対象として漢方由来の抗がん活性成分の探索を行い、チャーガ由

来の三種活性化合物を同定した（投稿中）。 

3. 地中海および日本近海に生息する近縁種の海綿から網羅的成分分析を行って新規化合物

2 種を同定した（投稿・リバイズ中）。 

4. 熱帯感染症を引き起こすトリパノソーマおよびリーシュマニア原虫に対する抗原虫活性

を指標として、海綿から新規抗リーシュマニア活性物質の単離・構造決定を行った（投

稿準備中）。 

5. 環境要因物質の長期毒性を検出する AI を用いたアッセイシステムである StemPanTox シ

ステムの実用版の開発研究を行っている（投稿準備中）。 
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５． 研究活動の課題と展望 

上記に述べた、人類の健康・福祉に貢献する医薬品・食品に関する探索研究の社会実装化

を進展させるために、民間企業との研究連携強化に努めている。 



2026 年度で JST の A-STEP（本格型）事業が終了するため、環境要因物質の長期毒性を検

出する AI を用いたアッセイシステムとして開発中の StemPanTox システムの完成を今年度

中に達成し、事業化を開始する必要がある。現在本事業のサポートを行ってきた産学官コン

ソーシアム scChemRISC も今年度中の発展的に解消し、新たにこれまでの研究活動を継承す

る受け皿として、『NAMs 研究会』の立ち上げのための準備を行っている。今後は本研究会を

中心として、世界的にもますます加速する脱動物実験のトレンドをリードするべく研究活動

を進める予定である。 

 


